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琉球使節の参府（江戸上り）関連年表
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5.12 
11. 7 

尚育王死去

尚泰王即位

尚泰即位の謝恩使尚慎ら那覇発

鹿児島着、島津斉巽に拝謁、

鹿児島発、 10.30江戸着

十二代将軍家慶死去、

薩摩藩、琉球へ56（安政 3)
賀使派遣を内達、

十三代家定襲職

琉球慶賀使（伊江ら）鹿児島着

琉球人参府に付諸役任命

斉彬登城、阿部正弘と琉球人参府を

安政 5年 (1858年）に延期

琉球、薩摩藩より参府費用と

して銀800貫目を拝借

! 8.21 
年に慶：， ， ， 

＇ 
＇ 
＇ ＇ ＇ ， ， 
: 10. 2 

, 7.23 新納久仰、島津伯者に琉球人参府の

際の同行を命ずる

8.15 新納久仰、島津主殿に江戸詰交代及！ 12.
び琉球人参府の際の同行を命ずる
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島津久福、当秋の琉球人参府に付き

諸担当役人を任命する

島津久福、琉球館へ新規拝借金を認

めず、旅費の手当を命ずる : 10.26 
新納久仰、琉球館に琉球人参府冗費i
を省くことを命ずる

琉球の慶賀使、鹿児島沼。 ： 

幕府、目付岩瀬忠歴を琉球人参府用：
係に任命。

稲府、国事多端のため島津斉彬に琉：

球人参府の延期を命令。

新納久仰、琉球館に琉球人参府の延

期を示唆

国事多端を理由に琉球人に参府期を

命ずる

徳川家茂、将軍襲職

7.6 
7.16 

英国領事オールコック来日（高輪東； 7 
禅寺）、米国公使ハリス（麻布善福寺）＇

国頭王子政秀（忠義家督相続慶賀使）

鹿児島着

国頭王子ら、琉球産鬱金・紅花の琉

球館扱いに付薩摩へ要請

仏領事ベルクール来日（三田済海寺）

琉球、薩摩藩より参府

費用銀80貫目を拝借

江戸大地摂発生

来秋の琉球人参府費用と

して、幕府より薩摩藩へ

金一万両貸与

徳川家定没

島津斉彬急死

琉球の上国使者（宜野

湾方）、冊封延期を協議

琉球慶賀使を1862年に派
、m計画

：咸豊10：尚泰13:万述 l' ： 3. 島津忠義、参勤交代のため鹿児島を出

： 発するも、井伊大老暗殺の報を聞き、 ！ 

； 福岡より引き返し、参勤交代を壬戌：

: (1862)まで延期要請

i 5. 薩摩藩、壬戌 (1862)予定の琉球慶賀:

i i 使の参府延期要請、幕府、国事多端の！
！ 理由で延期要請を許可

i同治 5 1 尚泰19i慶応 2i 1.21 薩長同盟成立。 i 6.21 
: : 7.20 将軍家茂、大阪城で没、慶喜の家督： 8.27

相続布告。

典拠： ＇『対外関係史総合年表』（吉 川弘文館、 1999年）、『新版 日本史年表』（岩波書店、 1984年）、『江戸立二付仰

渡留』（東京大学史料編纂所蔵）、『新納久仰雑譜』二（『鹿児島県史料』）、紙屋敦之「琉球使節の最後に関す

る考察」（『幕藩制国家の琉球支配』、校倉書房、 1990年）等参照。

冊封使来琉

尚泰を琉球国中山王に

冊封

32 
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表４　異国船（欧米艦船）の琉球来航略年表

1832年8月
アマースト号（船長リンゼイ、通訳官ギュツラフ）来航、
 一週間滞在、戦略的価値／貿易の可能性等調査

1840年8月
インディアン・オーク号（ボーマン船長、乗組員67名）、
アヘン戦争参戦の途中台風に遭遇して漂流、沖縄本島北谷沖で座礁／沈
没、乗組員全員救助され、浙江省舟山の英軍基地へ送還

1842年4月～5月
アヘン戦争参加の英国船、琉球各地に寄港、牛／山 羊／鶏／野菜などの生
鮮食料を要求／掠奪

1843年～45年
サマラン号（英国戦艦、ベルチャー艦長）、
アヘン戦争終了後、琉球列島の各地を調査／測量

1844年4月
アルクメーヌ号（仏国艦船、デュプラン艦長）来航、
フランス人のカトリック宣教師フォルカード、上陸／長期滞在

1846年4月
スターリング号（英国商船、マックチェイン船長）来航、
英国籍の宣教師兼医師ベッテルハイム（伯徳令）一家、上陸／長期滞在

1846年５月
サビーヌ号（仏国艦船、ゲラン船長）来航、
フォルカードの後任として宣教師ルチュルデュ（伯多禄）上陸

1846年 6 月
クレオパートル号（仏国艦船、セシーユ提督）等二隻来航（那覇→運
天）、開港／条約締結要求

1849年12月
パイロット号（英国艦船、ライオンズ提督）、
パーマストン書簡携帯／提出

1852年2月
スフィンクス号（英国船、シャドウエル船長）、
パーマストン書簡携帯／提出、首里城強行入城

1852年月4月

ロバート・バウン号（米国籍苦力貿易船、ブレイソン船長）、
乗船の苦力反乱により奪取され台湾へ→途次、石垣島崎枝村沖で座礁→苦
力380名上陸／長期滞在（船上の20名は船員により厦門へ連行／裁判→英
米艦船の襲来／捕縛作戦）→琉球側の苦力護送計画→福建へ護送船派遣→
途中、海賊の襲撃

1853年～54年7月
ペリー、サスケハナ号（米国の日本開国遠征艦隊旗艦）等四隻、
日本遠征の前進拠点化、日米和親条約、琉米修好条約締結。

1854年２月
ロビーナ号（イギリス船）、ベッテルハイムの後任として宣教師モートン
来琉

1855年月2月
リヨン号（仏国艦隊、ゲラン提督）、琉仏条約締結。
フランス人のカトリック宣教師、ジラール（1858年10月まで琉球に滞
在）・フュレ（1862年10月まで）・メルメ（1856年10月まで）来琉。

1859年７月 オランダ使節ファン・カペレン、琉蘭条約締結
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